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「防災教育」に関わる人権教育ＤＶＤの紹介 

No. 記号 対象 字幕 時間 作品名／内容 

１ さ 21 幼 

小 

なし 15分 サル太郎 地震には負けないぞ！地震への備え大作戦 

動物村をある日地震が襲った。地震の知識がなかったサル太郎を

はじめ動物たちは大あわて。それをきっかけに動物村のみんなは

地震に対する正しい知識を身に付けていきます。幼児向け防災教

育アニメーションです。 

２ と 33 小 なし 22分 どう守る？自分の命 東日本大震災から教えられたこと 

過去の阪神大震災や東日本大震災に触れ、災害の危険から命を守

る方法について学習できる教材です。瞬時に判断し、動く方法を具

体的に描いています。 

３ し 60 小 なし 21分 地震への備えが命を守る 緊急地震速報の音声が流れたら･･･ 

地震に対する備えについて、クイズ形式を取り込んで「こんな時ど

うする？」と考えさせながらストーリーを展開しています。安全に

避難すること、日頃できることについて子供たちができることを

分かりやすく紹介しています。最近、注目されている緊急地震速報

についても、そのしくみと音声が流れた時の対応を分かりやすく

解説しています。 

４ ほ 23 小 

中 

高 

なし 24分 防災エンスショー 

東日本大震災の経験を生かし、その教訓を伝えることを目的とし

た教材です。身近なものを使った科学実験で、地震のメカニズムや

災害への備えを学べます。 

５ つ３ 小 

高 

なし 17分 津波からにげる 

東日本大震災を踏まえて、津波から自ら判断して避難することの

大切さが子供にも分かりやすく理解できる津波防災啓発ビデオ教

材です。 

６ く 11 小（高） 

中 

高 

般 

教 

保 

なし 26分 熊本地震から学ぶ こんな対策があなたを救う 

熊本地震の大きな特徴を五つ挙げ、そこから学ぶことができる教

訓を紹介した教材です。資料映像、各分野の専門家による解説を視

聴できます。 

７ さ 23 小 

中 

高 

般 

教 

保 

なし 97分 ３月 11日を生きて ～石巻・門脇小・人びと・ことば～ 

東日本大震災で宮城県石巻市の小学生は、被災 14校、死亡・行方

不明の児童 186人という大きな被害を受けました。海岸から 800ｍ

の場所に建つ門脇小学校もその一つです。かつて体験したことの

ない大地の揺れと迫りくる大津波。その時、児童は、教職員は、保

護者家族はどのように行動したのか。震災後の門脇小学校にカメ

ラを据えて 11 か月、3 月 11 日午後 2 時 46 分から 12 日朝までの

約 16時間を 37人の「ことば」で紡いだ作品です。 

 



８ さ 22 小（高） 

中 

高 

般 

教 

保 

なし 20分 ３.11東日本大震災から学ぶ 津波・命を守る心構え 

2011年 3月 11日に発生した東日本大震災を取材し、津波という自

然災害から命を守っていくためにはどのような意識をもち、どの

ような行動をすべきかを考えます。小中学生 600 人が津波から逃

げ切った「釜石の奇跡」はなぜ起こったか。釜石で長年防災の指導

をしてきた片岡敏孝教授に津波のメカニズムと津波から命を守る

知恵についてお話を伺います。 

９ ち 16 小（高） 

中 

高 

般 

教 

保 

なし 24分 地域で減災！あなたが力 みんなが力 

①災害発生！その時どうする？②「自助」：自分の身は自分で守る

③「共助」：地域の力で命を守る④地域に広がる減災の輪⑤まとめ、

の５つの内容でまとめられています。減災の基盤となる「自助」と

「共助」の大切さを示し、まず、町を知り、住民どうしが顔が見え

る関係を作る中で築いた人のつながりが、災害に立ち向かう大き

な力になります。 

10 ほ 20 小 

教 

保 

なし 14分 ボクはすぐに逃げたんだ 東日本大震災から学んだこと 

釜石市の小学生たちが地震から避難した様子を描いた教材です。

地震から身を守る方法や津波のメカニズムなどについて解説し、

子供の防災力向上を図ります。 

11 さ 24 中 なし 51分 災害から命を守るために（中学生用） 

地震等による自然災害に対する備えと安全のための適切な行動が

とれるよう、授業などにおいて活用できる中学生向けの防災教育

教材です。 

12 し 62 中 なし 25分 地震防災ビデオ 大地震に備える（中学校指導用教材） 

大地震の揺れを感じたときや、緊急地震速報が流れたときに、どの

ように行動したら、自分や周りの人を守ることができるのか。中学

生レポーターが専門家を訪ねて、地震防災のことを学びます。地域

の人たちと共同で防災訓練を行っている学校の事例を紹介してい

ます。 

13 し 

103 

109 

中 

高 

般 

教 

保 

なし 25分 証言集 被災地からのメッセージ 

近年の大きな災害で被災した人々への大々的なインタビュー作品

です。犠牲者が出なかった事例から、防災へのヒントを学ぶことが

できます。 

14 た 17 中 

高 

般 

教 

保 

なし 18分 大地震発生！改訂版 東日本大震災・阪神・淡路大震災から学ぶ 

 日本列島の真下はいくつものプレートがせめぎあっていて、地震

の巣の上にあるといっても過言ではありません。いつ起きてもお

かしくないといわれている東海、東南海地震が同時に発生した場

合の関東平野に及ぼす影響を検証します。また、阪神・淡路、東日

本大震災を体験した被災者の話から「本当に学ぶべき教訓」を探り

ます。 

15 つ２ 中 

高 

般 

教 

保 

なし 23分 津波襲来 その一瞬が生死を分ける 

津波は稀にしか起こらないので警戒意識が薄くなりがちで、誤解

や認識不足も多くあります。津波の正しい知識を分かりやすく伝

えるとともに、私たちの心の油断に警告を発します。 



16 し 110

～139 

中 

高 

般 

教 

保 

あり 46分 シェアしてみたらわかったこと 

本作品では、主として、「外国人」「性自認や性的指向」「障害者」

「災害に伴う人権問題」の観点に関するエピソードについて、ドラ

マや取材映像を交えて展開します。主人公は、シェアハウスの住人

との関わりの中で起こるできごとの中で、自分自身の中にある誤

解や偏見を自覚していきます。これらのエピソードを通して、地域

にいる様々な立場の人がより生きやすい社会にしていくための一

歩として、「シェア」（多様な人の価値観を理解する）していくこと

の大切さを、メッセージとして発信しています。 

17 さ 25 高 なし 67分 災害から命を守るために（高校生用） 

地震等による自然災害に対する備えと安全のための適切な行動が

とれるよう、授業などにおいて活用できる高校生向けの防災教育

教材です。 

18 ほ 24 高 

般 

なし 22分 防災の備えと意識 10カ条 東日本大震災が残した教訓 

地震や津波に対して、個人が身近なところで取り組むことができ

る備えを十項目にまとめて紹介している教材です。児童の防災意

識を向上させることができます。 

19 さ 26 高 

般 

教 

保 

あり 17分 災害時要援護者の支援 

東日本大震災の教訓を踏まえ、要援護者自身の自助、周囲の人々の

共助のあり方などを改めて見つめ直すことができる、市民向け啓

発教材です。 

20 い 95 般 

教 

保 

なし 60分 いつもの幼稚園に戻ること 2011年岩手県大槌町 

岩手県大槌町の幼稚園が東日本大震災の際に取り組んだ避難方法

や、子供たちの心身の回復に焦点を当てた、貴重な映像記録です。 

21 す 13 般 

教 

保 

なし 22分 水害発生 その時！！ ～命を守る日頃の備え～ 

想定を超える水害は誰にも予想できないものです。2004 年に集中

豪雨の被害を受けた、新潟県三条市の現地取材を交え、「自分の身

を守るのは自分自身」という自助の考え方が防災の基本であるこ

とを訴えています。 

22 ほ 17 般 

教 

保 

なし 69分 防災教育シリーズ 命を守る！避難の３原則第１巻 教員・教諭編 

東日本大震災後、各地で「防災」への意識が高まる中、生存率 99.8％

を実現した釜石市の小中学校における防災教育が注目を集めてい

ます。いざという時、大人の助けを待つのではなく、子供たちが主

体的に行動し、“自分で自分の命を守ることができる”ために、必

要となる指導とは何か、釜石での防災教育を指導された片田敏孝

教授が監修している防災教育の DVD教材です。 

23 ほ 18 般 

教 

保 

なし 29分 防災教育シリーズ 命を守る！避難の３原則第４巻 家庭教育編 

各学校で実施されている避難訓練。しかしそれだけで、子供たちの

防災意識は十分でしょうか。本ビデオでは、家庭で子供たちに自分

の命の守り方をどのように教えるべきなのか、学ぶことができま

す。 

24 お 15 教 なし 26分 幼い命を守れ！どう教える「避難の方法」 

大地震が発生した際に、幼稚園や保育所の教員が冷静に対応する

方法を学べる教材です。幼稚園、保育所等における災害への備えを

分かりやすく描いています。 



25 へ 

２～６ 

教 

保 

なし 150

分 

平成二十三年度「東京都教育の日」記念行事シンポジウム「災害か

ら子供を守る」 

岩手県釜石市教育委員会前教育長による基調講演「災害から子供

を守るということ～報道だけでは伝わらない被災地の現実～」と、

大学教授、都内公立小学校長、東京都小学校ＰＴＡ協議会会長、兵

庫県立高等学校教諭によるパネルディスカッション「首都直下型

地震発生時に、学校で何ができるのか」を収録したものです。 

 

小（低）：小学校低学年  小（中）：小学校中学年  小（高）：小学校高学年 

中：中学生        高：高校生        教：教職員 

保：保護者        般：一般・大学生 

 


